
年10月にハウス栽培された「大玉
のニンニク」が収穫・出荷の最盛期 
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お～い。どこへ行くの？ 目がまわるよォー。 

ゴールはもう少し 
みんな勝つぞ。~ 

ハイ~お願い。 
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もう少しだ！頑張れ！ 
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五
月
二
十
二

日
、
町
民
の
健
康

増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
心
身
の

鍛
練
と

ス
ポ

ー
ツ
へ
の
関
心
を
深

め
る
た
め
、
第
二
十
一
回
町
民
健

康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
小
中
高
校
生
と

一
般
含
め
、
約
百
六
十
名
を
代
表

し
て
、
大
佐
賀
雄
輝
く
ん

（川
倉

小
五
年
）
が

「僕
た
ち
は
、

今
ま

で
の
練
習
の
成
果
を
出
し
切
っ
て

最
後
ま
で
あ
き
ら

め
ず
、
走
り
ぬ
 
 

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く

選
手
宣
誓
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
青
森
県
民
駅
伝

競
走
大
会
選
手
一
次
選
考
会
を
兼

ね
て
お
り
、
各
種
目
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、
家
族
や
友
人
知
人
ら

の
声

援
と
拍
手
を
受
け

な
が
ら
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。
 

弘
前
大
学
金

木
農
場
（
弘

前
大
学

農
学
生

命
科
学
部
附

属
生
物
共
生
教

育
研
究

セ
ン

タ
ー
金
木
農
場
）
主
催
の

平

成
十
六
年
度
親

子
体
験
学

習

が
五
月
二
十
九

日
、
金
木
農

場
施
設
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

開
講
式
の
当
日
は
、

県
内

か
ら
十
六
組
四

十
二
人
の
親

子
が
参
加
し
、

田
植
え
ゃ
羊

の
毛
刈
り
な
ど

の
体
験
を
し

ま
し
た
。
羊
の
毛

刈
り
を
体

験
し
た
女
の
子
は
「

難
し
か

っ
た
け
ど

キ
レ
イ
に
刈
る
こ

と
が

で
き
た
。

と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
」
 
と参
加
し
た

喜
び
を
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。
 

こ
の
体
験
学

習
は
十
月
ま
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で
に

5
回
開
催
さ
れ
、

メ
ダ

カ
や
昆
虫
探
し
、

藍
染
め
体

験
、
刈
り
取
っ

た
羊

の
毛
で

マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
づ

く
り
な

ど
多
彩
な
内
容

と
な
っ

て
い

る
。
 

開講式 

選手宣誓！! 

僕たちガンバリました。 
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1誉●。』I；曹．ミさ義 1報麓 
羊さん衣替えしましょう。 

上位入賞者 
◆小学校低学年 〈男子〉 1km 

第1位 阿部 一真（金木小） 
第 2位 角田 憲哉（金木小） 
第 3位 古家 絵杜（喜良市小） 

◆小学校低学年 〈女子〉1km 

第1位 須崎 琴音（嘉瀬小） 
第 2位 須崎みなみ（嘉瀬小） 
第 3位 今 	奈緒（喜良市小） 

◆小学校高学年 〈男子〉1.5km 

第1位 平川 	怜（嘉瀬小） 
第 2位 土岐 裕真（嘉瀬小） 
第 3位 今 	一樹（嘉瀬小） 

◆小学校高学年 〈女子〉1.5km 

第1位 山田 千明（金木小） 
第 2位 川嶋沙耶佳（金木小） 
第 3位 今 愛絵里（金木小） 

◆中学校 〈男子〉3.5km 

第 1位 黒川 友喜（金木南中） 
第 2位 平川 卓弥（金木南中） 
第 3位 大川 大介（金木南中） 

◆中・高校 〈女子〉3km 

第1位 今 あゆみ（金木南中） 
第 2位 今 恵梨奈（金木南中） 
第 3位 今 	千鶴（金木南中） 

◆― 	般 〈男子〉5km 

第1位 棟方 美暢（嘉 	瀬） 
第 2位 佐野 敬一（金 	木） 

◆― 	般〈40歳以上〉3.5km 

第1位 工藤 勇蔵（金 	木） 
第 2位 今 	信夫（嘉瀬小校長） 

~広驚か倉ぎ z鉾⑤月骨 
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嘉瀬小学校（校長＝今信夫）の 4 ・ 5年生38名と喜良市小学校（校長＝小田川修三）の全児童67 

名が、総合学習の一環で「米づくりの体験を通して、地域の人たちとふれあい、収穫への願いと食

する楽しみ」を学ぶため、それぞれの田んぼで田植え体験が行われました。 

貌ク’圏作署願い 

声●ョ植i体麟くー’ 

ノシ 	 文、 ~ 

島 
町の人権ゲ護委員 

し2名表彰される 

多年人権擁護委員として、国民の人

権擁護と人権思想の普及高揚に貢献さ

れた功績により、中谷弘氏（嘉瀬）が

全国人権擁護委員連合会長から、また、 

芳賀久子氏（金木）が仙台法務局長か

ら表彰されました。表彰を受けたお二

人は 「得難い貴重な経験をさせていた

だき、皆さんに感謝したい」 「これから

も人権擁護委員として頑張りたい」と

抱負を述べました。 

また、人権擁護委

員を務めました中谷

文雄氏（川倉）が退

任され、泉谷武美氏 

（川倉）が新しく人

権擁護委員となりま

した。 
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弘
た
』
り
）
起
側
が
で
考
 

炊飯器！~何で？ 

地
域
社
会
で
奉
仕
す
る
気
持
ち
の
心

を
養
い
、
環
境
問
題
に
目
を
向
け
、
 

考
え
そ
し
て
行
動
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
金
木
南
中
学
校

（小
林
築
一
校

長
）
で
は
、
学
区
内
の
ゴ
ミ
拾
い
と

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

五
月
二
十
三
日
、
全
生
徒
に
よ
る

ゴ
ミ
拾
い
で
は
 
「な
ぜ
、
こ
ん
な
所

に
」
「
な
ぜ
、
こ
ん
な
物
が
」
な
ど
の

疑
間
を
感
じ
な
が
ら
奉
仕
作
業
を
体

験
し
、
六
月
三
日
の
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
は
、
稲
垣
村
役
場
の
永
瀬

公
秀
氏
を
講
師
に
招
き
『
身
近
に
で
 

き
る
地
球
環
境
を
守
る
、
エ
コ
フ
ィ

ッ
シ
ュ
を
活
用
し
て
、
』
を
テ
ー
マ

に
、
「
わ
ら
や
モ
ミ
ガ
ラ
な
ど
を
使

っ
た
自
然
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り

や
身
近
な
環
境
問
題
を
取
り
あ
げ
て
、
 

関
心
を
も
た
せ
、
見
直
し
て
ほ
し
い
」
 

と
話
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
 

講
話
終
了
後
、
永
瀬
講
師
の
指
導

を
受
け
、
生
徒
た
ち
は
馴
染
み
の
う

す
い
稲
わ
ら
の
感
触
を
確
か
め
な
が

ら
、
稲
わ
ら
で
編
み
こ
む

「馬
（
大

き
さ
が
約
五

m）
」
 
のマ
ス
コ
ッ
ト

作
り
を
全
生
徒
が
体
験
し
ま
し
た
。
 

真剣にメモする生徒 

参彩も咋品ガいっばい！ 第1回 

旨撃農，、一 

競夢講 

一
 

口
U
 一

 

辰
で
 

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
方
の

輝
く
作
品
展
示
を
通
し
て
、
福
祉
の

増
進
と
心
豊
か
な
環
境
づ
く
り
目
指

す
「
く
れ
な
い
曾
文
化
展
」
が
五
月

二
十

一
日
、
二
十
三
日
、
中
央
公
民

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

作
品
展
示
は
、
地
元
の
大
東
ケ
丘

サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
の
人
た
ち
が
心

を
込
め
て
作
っ
た
絞
り
染
め
と
花
鉢

の
展
示
販
売
や
近
隣
障
害
者
施
設
の

さ
を
り
織
り
ゃ
木
工
ク
ラ
フ
ト
製
品

が
町

・
県
内
で
活
躍
し
て
い
る
一
般

の
方
々
の
作
品
と
一
緒
に
発
表
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
多
く
の
方
々
が
訪
れ
、
 

お
気
に
入
り
の
作
品
を
買
い
求
め
て

い
ま
し
た
。
 

町
内
作
品

展
示
者
 

o

楼
庭
利
弘
（
水
彩
画
）
 

o

木
下
翠
琴
（
書
）
 

o

中
村
ち
さ
（
裂
き
織
り
）
 

o

鳴
海
輝
男
（
か
ら
く
り
木
工
）
 

o

棟
方
恵
子
（
押
し
花
）
 

o

川
口
良
子
（
組
み
紐
）
 

o

あ
す
な
ろ
 

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

（写
真
）
 

大
東
ケ
丘
サ
ン
ト

ピ
ア
ホ
ー
ム

皆
さ
ん

の
作
品
 

ほのぼのするね 買い求める来場者 


